
各実践指定校は、「教員研
修、体制整備、指導計画、指
導方法・指導体制の４つの視
点で取り組みました。
詳細は、こちら

小学校と中学校の連携、一貫した取組の推進のために

小中連携、一貫教育の成果と課題

本道では、小・中学校間の円滑な接続や相互の連携を一層促進
し、小・中学校９年間を見通した学習指導等を行うことにより、
児童生徒の学力向上を図ることを目的に、平成26年度から３年
間、14管内、15地域、33校において「小中連携、一貫教育実践
事業」に取り組んできました。

56.4%

60.4%

71.1%

70.7%

66.3%

66.3%

66.0%

76.7%

78.0%

73.7%

40% 50% 60% 70% 80%

学習規律・生活規律の定着

上級生の手本となろうとする意識の高まり

教員の指導方法の改善意欲の高まり

小・中学校で互いのよさを取り入れる意識の高まり

小・中学校の指導内容の系統性についての理解

H27 H26

「小中連携、一貫教育実践事業」実践指定校アンケート

「平成28年度全国学力・学習状況調査」学校質問紙調査（全国を100としたときの割合）

「小中連携、一貫教育」リーフレット ～「小中連携、一貫教育実践事業」成果より～

７割以上の教員が、「小
中連携、一貫教育は、成果
が認められる」と回答。
また、教員の専門性の向
上や児童生徒の意欲の高ま
りなどの成果も。

平成29年３月 北海道教育庁学校教育局義務教育課

道内全体としては、小
中の連携が十分に進んで
いない状況。

「小中連携、一貫教育実践事業」実践指定地域・実践指定校

初山別村
初山別中学校
初山別小学校

沼田町
沼田中学校
沼田小学校

当別町
当別中学校
当別小学校

京極町
京極中学校
京極小学校
南京極小学校

江差町
江差北中学校
江差北小学校

長万部町
長万部中学校
静狩小学校
長万部小学校 豊浦町

豊浦中学校
豊浦小学校
大岸小学校
礼文華小学校

稚内市
稚内東中学校
稚内東小学校
声問小学校

比布町
比布中学校
中央小学校

小清水町
小清水中学校
小清水小学校

斜里町
知床ウトロ学校
※H28のみ

中標津町
計根別学園

陸別町
陸別中学校
陸別小学校

白糠町
庶路中学校
庶路小学校

様似町
様似中学校
様似小学校

小中連携、一貫教育実践事業

検索

144.0%

70.3%

90.3%

77.4%

63.1%

120.0%

59.7%

80.7%

65.7%

58.6%

40% 60% 80% 100% 120% 140% 160%

中学校（小学校）と成果や課題を共有

中学校（小学校）と教育課程に関する共通の取組

中学校（小学校）と教員同士の交流

中学校（小学校）と合同の研修

中学校（小学校）と教育目標を共有する取組

小学校 中学校
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小中連携、一貫教育の取組

○ 小中合同の研修を行う日を年間の行事予定に位置付けて計画的に実施します。
○ 学習規律やノート指導など、系統的な指導を行うテーマを決めて取り組みます。
○ 小・中学校の研修テーマや教科・領域等を同じにするなど、共通に取り組めるよう工夫します。

○ 校務分掌にコーディネーター的な役割を位置付け、円滑な推進に努めます。
○ 小中一貫教育を推進する組織を構築し、それぞれの役割を明確にします。
○ 家庭や地域の意見を聞いたり、学校から情報発信したりするなど、共に取り組む機運を高めます。

○ 全国学力・学習状況調査等を活用し、現状把握を行った上で、指導計画作成の方針を決めます。
○ 指導計画に基づく授業を小中合同で参観し、効果的な指導方法について検討します。
○ 指導の状況を客観的なデータで検証し、指導計画の改善に生かします。

【小中合同研修会模擬授業の様子】【ノート指導等における目指す児童生徒像の設定】

＜実務部会＞

○指導部会 ○総合的学習部会

○保健体育部会 ○支援部会

○児童生徒会部会 ○事務部会

＜教科部会＞
○国語 ○算数・数学 ○理科
○生活・社会 ○図工・美術
○保健体育 ○英語 ○道徳

○技術・家庭

小中一貫コーディネーター

(小中それぞれの教務主任・計２名)

総務部会

（管理職＋コーディネーター）

【小中一貫教育を推進するための組織図】 【小・中学校の学習指導部会の様子】

小５ 小６ 中１

概要

○比例の意味
○伴って変わる２つの数量の関係と式

○比例と反比例の式、グラフ ○比例、反比例、座標の意味
○比例、反比例の表、式、グラフ
○比例、反比例を活用すること

比

例

定義 Ａ

○一方が２倍、３倍、…になると、もう
一方も２倍、３倍、…になる２つの数
量の関係を「比例」とするという定義。

○２つの数量χとｙがあって、χの値が
□倍になると、それに伴ってｙの値も
□倍になるとき、ｙはχに比例すると
いう定義。

○ｙがχの関数で、ｙ＝aχ(aは０でない
定数)という式で表されるとき、ｙはχ
に比例するという定義。

式 Ｂ

○比例の関係にある２つの数量の関係は、
○×４＝△など、かけ算で表すことが
できる。

○比例を表す式…
ｙ÷χ＝きまった数
ｙ＝きまった数×χ

○関数ｙ＝aχという式で表す。また、対

応するχとｙの商
ｙ
χ
の値はaである。

【算数・数学科における「比例・反比例」の学習内容の系統表】

①教員研修

②体制整備

③指導計画

「小中連携、一貫教育実践事業」においてまとめた「小中連携チェック
リスト」の４つの視点ごとに取組のポイントと参考事例を紹介します。
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義務教育学校

小中一貫型小学校・中学校

中学校併設型小学校
小学校併設型中学校

設置者 － 同一の設置者

修業年限 ９年（前期課程６年＋後期課程３年） 小学校６年・中学校３年

組織・運営 一人の校長、一つの教職員組織 それぞれの学校に校長、教職員組織

小学校と中学校における教育を一貫して施す
ためにふさわしい運営の仕組みを整える

免許 原則小学校・中学校の両免許状を併有 所属する学校の免許状を保有していること

教
育
課
程

一貫教育に必要な
独自教科の設定

指導内容の
入替え・移行

施設形態 施設一体型・施設隣接型・施設分離型

設置基準 前期課程は小学校設置基準
後期課程は中学校設置基準を準用

小学校には小学校設置基準、中学校には
中学校設置基準を適用

設置手続き 市町村の条例 市町村教育委員会の規則等

小中一貫教育に関する制度の類型

小中一貫教育の制度化に係る改正学校教育法及び関係政省令・告示が平成28年４月に施行されました。
小中一貫教育の制度化においては、大きく２つの形態があり、一つは、一人の校長の下で一つの教職員集
団が一貫した教育課程を編成・実施する９年制の学校で教育を行う形態である「義務教育学校」、もう一つ
は、組織上独立した小学校及び中学校が義務教育学校に準じる形で一貫した教育を施す形態である「小中一
貫型小学校・中学校」です。

小中連携教育：小・中学校段階の教員が互いに情報交換や交流を行うことを通じて、小学校教育から中学校教育への円滑な接続
を目指す様々な教育

小中一貫教育：小中連携教育のうち、小・中学校段階の教員が目指す子ども像を共有し、９年間を通じた教育課程を編成し、系統
的な教育を目指す教育

○ 小・中学校のそれぞれの指導のよさを生かした相互の乗り入れ指導やティーム・ティーチン
グにより、小・中学校の円滑な接続を図ります。
○ 小学生の中学校登校日を設けるなどして、乗り入れ指導をしやすい環境を整備します。

【小・中学校教員によるティーム・テーチングの様子】 【小学校６年生の中学校登校の様子】

④指導方法・指導形態

○ ○

○ ○
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小中連携チェックリスト

□ 義務教育９年間で児童生徒に育成したい力を明確にし、
小･中学校間で共有しているか。

□ 学力にかかわる共通課題等を明らかにし、小･中学校間で
共有しているか。（全国学力・学習状況調査やＣＲＴ検
査、チャレンジテスト等の結果を分析）

□ 小･中学校間で共通の研究主題、目指す児童生徒像、授業
像を明確にし、共有しているか。

□ ９年間の系統性を明らかにした学習規律に関する指
導

□ ９年間の系統性を明らかにしたノート指導
□ ９年間の系統性を明らかにした板書の在り方

□ 小中合同の研修会を計画的、継続的に実施しているか。

□ 小・中学校それぞれの指導の特徴やよさを互いに交流す
る機会を設定しているか。

□ 成果を検証する方法を明確にし、小･中学校間で共有して
いるか。

□ 全国学力・学習状況調査やＣＲＴ検査、チャレンジ
テスト等の結果の推移を分析するなど、具体的に成
果を検証

□ 教職員、児童生徒、保護者等へのアンケート結果の
推移等を分析し、成果を検証

【Plan】
□ 義務教育９年間の系統性を明らかにした指導計画を協力
して作成しているか。

□ 系統性を明らかにした年間指導計画の作成

□ 小学校第６学年と中学校第１学年の系統性を明らか
にした年間指導計画の作成

□ 系統性を明らかにした指導内容の系統表の作成
□ 系統性を明らかにした単元配列一覧表の作成

□ 年間指導計画に個に応じた指導を位置付けているか。
□ 振り返り学習や繰り返し指導

□ 補充的な学習や発展的な学習
□ ティーム・ティーチング

□ 習熟の程度に応じた指導

【Do】
□ 義務教育９年間の年間指導計画に基づき、実践を行って
いるか。

【Check】
□ 義務教育９年間の年間指導計画を実践に基づき評価して
いるか。

□ 年間指導計画を評価する観点を明らかにしているか。
□ 年間指導計画の評価結果を小･中学校間で共有しているか。

□ 全国学力・学習状況調査やＣＲＴ検査、チャレンジテス
ト等の結果を活用し、具体的に指導計画の検証を行って
いるか。

【Action】
□ 評価結果に基づき、年間指導計画を改善しているか。

□ 義務教育９年間で児童生徒に育成したい力を明確にし、
小･中学校間で共有しているか。

□ 小･中学校間で、互いの学校教育目標を理解しているか。

□ 義務教育９年間の系統性を明らかにして学校教育目標を
見直しているか。

□ 小・中学校間の乗り入れ授業や、小学校における教科担
任制などの具体的な取組を進めるための体制を整備して
いるか。

□ 小中合同の委員会等を設置しているか。

□ 定期的な開催
□ 学力向上に資する小中連携の取組を学校運営計画や学校
改善プランに位置付けるなど、学校経営の重点としてい
るか。

□ 担当教員や研修担当教員など関係教員間で、定期的に協
議等を行う機会を設定しているか。

□ 取組状況をホームページに掲載しているか。

□ ホームページの相互リンクを行っているか。

□ それぞれの学校種のよさを生かした授業を計画的、継続
的に実施しているか。

□ 中学校教員の専門性を生かした小学校への乗り入れ授
業

□ 小学校教員による中学校でのティーム・ティーチング
など少人数指導の支援

□ 小・中学校教員相互の乗り入れ授業の効果を検証してい
るか。（全国学力・学習状況調査やＣＲＴ検査、チャレ
ンジテスト、アンケート等の結果を活用し、具体的に検
証）

□ 小学校における教科担任制を導入しているか。

※

小
学
校
用

□ 小学校で教科担任制を導入する教科への中学校教員の
専門性の活用

□ 一部の教科や重点とする内容にかかわる単元

□ 加配教員や専科教員の活用
□ 学年内教科担任制の実施

□ 学年や学年ブロック内での交換授業
□ 小学校における教科担任制による授業の効果を検証して
いるか。（全国学力・学習状況調査やＣＲＴ検査、チャ
レンジテスト、アンケート等の結果を活用し、具体的に
検証）

※

小
学
校
用

□ 乗り入れ授業や教科担任制を円滑に推進するため、時間
割や日課表を工夫しているか。

□ 個に応じた指導を充実するための体制を整備しているか。

□ ティーム・ティーチング
□ 加配教員による指導

□ 習熟の程度に応じた指導
□ 放課後や長期休業中の補充的な学習サポート

□ 全国学力・学習状況調査やＣＲＴ検査、チャレンジテス
ト等の結果を活用し、具体的に成果の検証を行っている
か。

「小中連携チェックリスト」は、道内外の先進事例を踏まえ、小・中学校が連携した取組を進める上で求められ
る事項を、①教員研修、②体制整備、③指導計画、④指導方法・指導形態の４つの視点からまとめたものです。
本チェックリストを活用することで、取り組むべき事項やさらに充実すべき事項を明らかにし、小・中学校が連
携した取組を充実できます。

④指導方法・指導形態③指導計画

②体制整備①教員研修
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